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 9：00 ～ 17：00  （土・日曜・祝祭日 休局） 

■■■ 例会プログラム ■■■  

例 会 日 卓 話 者 演 題 

8 月 23 日 会員  原 伸雄 新入会員スピーチ 

8 月 30 日 ガバナー補佐 土井豆 勝磨 様  

9 月 6 日 坂根 様  

■■■ 出席報告 ■■■  

会員数 出席者数 欠席者数 出席率 前々回補正出席率

45 35 10 (5)  87.5 % 
8/2  90.48 % 

8/9  77.5 % 

■■■ 欠席者 ■■■  

黒田／飯塚俊／飯塚大／松浦／園山  

（山根／牧野／遠藤／大谷厚／岩浅） 

■■■ 来訪者 ■■■  

 8/16 浅津・塩野・山本・松本・伊藤・児玉・山田・石飛(出雲南) 

     永島・福田(出雲)  堀江・中田・溝本(松江しんじ湖) 

■■■ メークアップ ■■■  

な  し 
************************************************************ 

■■■ 次回例会受付当番 ■■■  

（8 月 30 日） 原 伸雄／原 孝士／原 泰久 

（9 月 6 日） 大谷良治／日野寿明／堀江卓男 

■■■ 近隣クラブ例会情報 （メークアップを考えましょう） ■■■  

月 出雲中央  9/10   松江南  9/3   

火 出雲   松江しんじ湖  9/4  9/18   

水 大社  9/19(－)  9/26(－)   松江  9/5   

木 (－) ； ビジター受付 なし 松江東  9/6  9/27(－)   

金 出雲南  8/24  8/31(－)    

■■■ 会長挨拶 ■■■  

 このお盆休みの中で、私

のお宮へも 8/15 に 2 組の

旅行者のお参りがありまし

た。この二組に共通してい

たのは、御朱印が欲しいと

のことでした。書き記します

と、とても喜ばれました。今

日はこの「御朱印」について

お話ししたいと思います。 

 古来印章には、宗教的

性格があったことを示す記

述が日本書紀の中に見ら

れます。第 41 代持統天皇

の御代692年には、印は祭

祀に関わっていました 。そ

して、印の制度は、権威の象徴として飛鳥・奈良時代に始まりました。続日

本紀史料に記されています。印制は、律令の「公式令（くしきりょう）」に規定

され、捺印の目的は、朱印を押すことによって権威を示し、次に文書を保証

し、併せて不正を防止することでした。印は朱が正式・厚礼（こうれい）とされ

ました。印制では、公式文書には朱印が押されました。次第に黒印も使わ

れましたが、朱印に比べて略式なものとされました。 

 また、社寺では朱印に神秘的な力が宿るとも考えられてきました。古くから、

厄除けの護符として朱印を捺した牛王宝印（ごおうほういん）などが頒布され

ていました。一方、納経受取の書き付けが現在の「御朱印」のかたちに繋が

ったとも言われています。神仏習合の時代、書き写した法華経などを神社に

も納めてきました。その代表的な事例に、広島厳島神社の「平家納経」があ

ります。それが、江戸時代には納経や奉納に限らず参拝のみであっても、神

職が墨書押印する例、即ち「参拝の証」が見られるようになったといわれてい

ます。 

 現在のような「御朱印」の様式は、明治以降に普及していきました。大正

から昭和にかけて交通機関の発達により、参拝旅行が流行し、参拝の感動

や旅先の思い出として集印が人々の楽しみになったようです。現在の「御朱

印」という呼称は昭和初期からであり、比較的近年に一般化したようです。 

 神札やお守りが「神様の力が宿った神聖なもの」とされるのに対し、御朱印

は「参拝した証として頂く印状」とされることもあります。古来、巡礼者たちに

重要視されていたことは、納経よりも巡礼であったともいわれています。昔も

今も、参詣に伴う移動時間や距離は、否応にもその人の雑多な日常から切

り離してくれる要素の一つでしょう。参拝がかなった神社で受けた御朱印が、

かけがえのない存在になることもあると思います。御朱印をきっかけに行う現

代的な巡礼は、この社寺の縁起や地域の歴史などに触れながらその御神

縁に思いを寄せることで一層魅力的なものになるのではないでしょうか。 

 こうした記述に触れたとき、ご縁という思いを込めて御朱印帳に向かわなく

てはと、思いを新にしました。このロータリーの活動に参画するというご縁から、

それが素晴らしい出会いへと発展していくことを願わずにはおれません。 

 

■■■ 幹事報告 ■■■  

１．例会変更 

   ○ 出雲南RC ９/２１(金) 夜の例会(観月会)  

      ビジター受付 11：30～12：30 事務局 

２．休   会 

   ○ 松江しんじ湖RC ９/１８(火) 定款により 

      ビジター受付 12：00～12：30 すいてんかく 

3．古瀬ガバナーエレクト事務所より 

「地区ガバナーエレクト事務所開所式」のご案内 

    日   時    ８月２７日(月)  １１時 ～ １１時３０分 

    場   所    地区ガバナーエレクト事務所 

      当クラブ小汀会長、來間幹事出席致します。 

４．次週 例会終了後土井豆 G 補佐によりますクラブ協議会となっておりま

す。 委員長の皆様よろしくお願い致します。 

 

■■■ スマイル ■■■  

小汀 （残暑お見舞い申し上げます。 

原会員、スピーチよろしくお願い致します。楽しみにしています。） 

佐々木 （原伸雄会員のスピーチ楽しみにしています。） 

 

 

 

 

 

 



■■■ スピーチ・例会行事 ■■■  

「新入会員スピーチ」     原 伸雄 会員 

 
 

【自己紹介】 

名前：原 伸雄 （６人家族） 

生年月日：昭和４７年９月６日 

昭和５４年４月 大阪府豊中市の小学校 入学（１年生まで） 

５５年４月 平田小学校 転校 

      吹奏楽（トランペット）、カブトエビとり 今はどこに？ 

６０年４月 平田中学校 入学 

       バスケットボール部、柔道部 黒帯 

６３年４月 平田高校 入学 

          部活なし 

平成 ３年４月 福岡の某大学 入学 

      代車業のアルバイト 高収入 

    ７年４月 東京の某電機通信会社 入社 

   １１年５月       〃        退職 

   １１年７月 (株)報光社   入社 

   ３０年８月 現在に至る 

 

 

 
     
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

大学入学当時 

小学生時代（大阪） 

カブトエビ                       カブトガニ 


